
　大野市議会議員の林順和です。いつもお世話になっております。 

　令和２年９月、安倍晋三内閣が総辞職し、菅義偉首相による新たな内閣が

発足しました。新型コロナウイルス感染症への対応とともに、新政権が目指す

「デジタル庁」創設や行政改革など、行政の仕組みが大きく変わろうとしていま

す。市民生活においても、この感染症と共生しながら、社会・経済活動を両立

させていかなければなりません。厳しい財政状況の中、選択と集中により、不

安に寄り添いながら、明確なビジョンと的確な判断のもとで、着実に実行する

行政運営が求められています。 

　令和２年９月第420回大野市議会定例会では、来春に開駅する道の駅「越

前おおの 荒島の郷（さと）」に関連する議案をはじめ、新型コロナウイルス感染

症対策として、冬の消費喚起を促す事業者支援、行政のデジタル化に向けた取

り組みなどを慎重に審議しました。 

　この「こころのよりどころ通信」を通して、なるべく分かりやすく伝えていきま

す。ぜひ、ご一読いただき、ご感想などいただければ幸いです。   （発行は不定

期です。過去に発行した「こころのよりどころ」通信をご希望の方はご連絡くだ

さい。）

大野市議会議員   林よりかず活動報告

新型コロナウイルス感染症に対する市民への給付、事業者
への支援策、イベント開催時の注意点などは「大野市ホー
ムページ」に掲載されています。

令和３年４月22日開駅！道の駅「越前おおの 荒島の郷」
　大野市蕨生地係で整備が進む道の駅「越前おおの 荒島の郷（さと）」の開駅が
令和３年４月22日（木）と発表されました。開駅に向け、より良い施設運営や市
内を回遊する仕掛けなど、さらに議論していきます。
※公式ホームページ　http://www.arashimanosato.com/

その他、キャンピングカーなどの利用者が車中泊できるRVパーク（10台分、有料）や電気自動車用急速充電設備
２基を設置するほか、将来的なガソリンスタンド設置に向けた予定地も確保しています。

構　　造　鉄骨平屋造
所 在 地　大野市蕨生137‐21‐１
敷地面積　49,137㎡
建築面積　5,526㎡（延床面積5,082㎡）
駐車台数　小型車169台、大型車33台
　　　　　ハートフル４台、自動二輪10台
管理方法　中日本ハイウェイ・エンジニアリ  
　　　　　ング名古屋㈱による指定管理（指
　　　　　定期間は令和３年度から10年間）
指定管理料  令和３、４年度の２年間で、52,800千
　　　　　円を限度額として債務負担を設定
施設配置
　　（真正面） 道路情報提供コーナー／トイレ
　　（向かって左側） モンベルショップ、カフェ
　　※屋外に設置されたカヌー池やクライミン
　　　グピナクルを活用した各種体験も実施

施設配置　（向かって右側）
　　○飲食テナント
　　　①名水茶屋大野三昧
　　　②荒島テラス
　　　③バームクーヘン工房森のこしかけ
　　　④ラブリー牧場みるくの郷
　　　⑤ココ・のーそん
　　　⑥BunnySuperette（バニースーパー
　　　　レット）
　　○直売所・物販テナント
　　　大野市道の駅産直の会、荒島マルシェ
　　○AIロボットも活用した観光案内所
　　○一般貸出（有料）を行う文化伝承室
　　○子どもの遊び場・キッズコーナー
　　※屋外に設置された屋根付き交流広場
　　　を休憩・イベントスペースとして活用

※上記以外に会派会議を原則、毎週開催。会派代表者会議、議会運営委員会などに出席し、市
　民や事業者の要望、政策提案などを行いながら、議論しています。議会報告会は、感染防止
　対策を取った場所もしくはオンラインで開催していきますので、お声がけください。
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